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以
上
の
比
較
に
よ
っ
て
白
毫
寺
像
は
長
命
寺
像
に
極
め
て
近
い
作
風
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
春
覚
寺
像
も
白
毫
寺
像
ほ
ど
で
は
な
い
に

せ
よ
、
長
命
寺
像
に
類
似
す
る
作
風
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
春
覚
寺
像

の
作
者
は
善
派
仏
師
の
快
成
で
あ
り
、
白
毫
寺
像
の
作
者
に
善
派
仏
師
が
推
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
き
、
長
命

寺
像
の
作
風
は
善
派
の
作
風
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
私
考
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
仏
師
栄
快
の
手
に
な
る
長
命
寺
像
を
取
り
上
げ
、
主
に
様
式
的
な

観
点
か
ら
そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
。
そ
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
快
慶
作
の
藤
田
美
術
館
像
と
の
比
較
を
通
じ
て
長
命
寺
像
は
快
慶
様

式
と
著
し
く
隔
た
っ
て
お
り
、
加
え
て
台
座
銘
記
に
も
快
慶
派
に
は
み
ら
れ
な

い
要
素
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
、
む
し
ろ
そ
の
作
風
は
白
毫
寺
像
や
春
覚
寺
像
と

の
比
較
検
討
を
通
じ
て
善
派
の
作
風
に
類
似
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
栄
快
本
人
が
「
定
朝
八
代
」
と
称
し
て

い
る
こ
と
や
東
大
寺
講
堂
の
復
興
造
像
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

で
問
題
と
な
る
の
は
、
栄
快
が
善
派
様
式
に
近
い
作
例
を
手
掛
け
つ
つ
も
自
ら

を
快
慶
派
仏
師
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
理
解

す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
的
な
の
が
、
善
円
が
善
慶
へ
と
改
名
し
た
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事
実
で
あ
る（

（1
（

。
石
井
千
紘
氏
は
、
彼
の
改
名
と
僧
綱
叙
位
が
密
接
に
結
び
つ
く

可
能
性
を
説
き
、
こ
れ
を
引
き
継
い
で
松
岡
久
美
子
氏
は
、
彼
が
改
名
に
際
し

て
「
慶
」
の
字
を
選
択
し
た
の
は
快
慶
一
門
が
有
し
た
「
巧
匠
の
属
性
」
を
求

め
た
た
め
で
あ
る
と
し
た（

（1
（

。
既
に
述
べ
た
通
り
、
快
慶
派
と
善
派
の
作
風
が
近

い
こ
と
や
善
派
の
な
か
に
快
成
と
い
う
「
快
」
の
通
字
を
有
す
る
仏
師
が
い
た

こ
と
か
ら
し
て
、
両
派
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
と
い
っ
て
よ
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
流
れ
の
う
え
に
栄
快
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
改
名
の
有
無
は
と
も
か
く
、
本
来
善
派
に
属
し
て
い
た
栄
快

は
、
工
房
主
善
円
の
動
向
に
準
じ
て
慶
派
に
属
す
る
こ
と
で
有
力
仏
師
と
し
て

地
歩
を
固
め
、
東
大
寺
講
堂
復
興
造
像
に
抜
擢
さ
れ
る
機
会
を
え
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
松
岡
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
栄
快
は
長
命
寺

像
の
銘
文
に
お
い
て
自
ら
を
「
巧
匠
」
と
は
称
さ
ず
、
む
し
ろ
地
位
や
系
譜
を

強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
善
派
作
例
に
多
く
み
ら
れ
る
斎
戒
な
ど

の
宗
教
的
な
意
識
が
希
薄
と
み
ら
れ
る
こ
と
も
等
閑
視
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と

は
善
円
か
ら
善
慶
へ
の
改
名
の
事
情
と
栄
快
の
転
向
に
関
す
る
事
情
は
必
ず
し

も
同
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
栄
快
は
善
派
仏
師
の
な
か
で
は
主
流
に
位
置
す
る
仏
師
で
は
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
長
命
寺
像
の
作
風
や
東
大
寺
講
堂
復
興
造
像
へ

の
参
加
を
思
え
ば
、
栄
快
が
高
い
技
量
を
具
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
長
命
寺
像
と
栄
快
の
二
つ
に
論
点
を
絞
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
他
に

も
検
討
す
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
。快
慶
派
の
相
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
る
行
快
、

長
快
と
の
関
係
は
も
と
よ
り
、
善
円
／
善
慶
に
よ
る
諸
作
例
と
の
比
較
も
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
栄
快
が
参
加
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な

い
が
、
京
都
・
蓮
華
王
院
三
十
三
間
堂
の
復
興
造
像
は
同
時
期
の
大
規
模
造
像

と
し
て
特
に
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
よ
り
広
い
視
野
で
当
代
の
彫
刻

史
を
考
究
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
本
研
究
ノ
ー
ト

が
長
命
寺
像
と
栄
快
を
考
え
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
【
註
】

（
１
）	

奈
良
国
立
博
物
館
編『
仏
師
快
慶
の
研
究
』思
文
閣
出
版
、二
〇
二
三
年
。

（
２
）	

長
命
寺
像
の
基
礎
資
料
は
左
記
を
参
照
。

	

　

岩
田
茂
樹
「
二
一
一 

地
蔵
菩
薩
像 

長
命
寺
」
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日

本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
七
、
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

	

　

津
田
徹
英
「
長
命
寺 

地
蔵
菩
薩
立
像 

一
軀
」
研
究
代
表
者 

有
賀
祥

隆
『
仏
像
の
表
象
機
能
に
関
わ
る
総
合
的
調
査
研
究
―
空
間
・
荘
厳
・
胎

内
に
着
目
し
て
』
平
成
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
・
三
十
一
年
・
令
和
元
年

度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
課
題
番
号

一
六
Ｈ
〇
一
九
一
三
）、
二
〇
二
〇
年
。

（
３
）	

毛
利
久
、
宇
野
茂
樹
の
両
氏
は
二
行
目
の
「
合
」
を
「
今
」、
八
行
目
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の
「
畢
」
を
「
之
」
と
し
、
岩
田
茂
樹
氏
は
七
行
目
の
「
了
」
を
「
之
」

と
し
て
い
る
（
前
掲
註
２
岩
田
解
説
）。
四
、五
、九
行
目
の
文
末
は
後
補

の
隅
足
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
津
田
徹
英
氏
の
指
摘
す
る
通

り
、
四
、五
行
目
は
そ
の
文
面
か
ら
し
て
さ
ら
に
数
文
字
を
要
す
る
よ
う

だ
が
、
以
下
に
そ
れ
を
収
め
る
空
間
が
あ
る
よ
う
に
み
え
な
い
の
は
不
審

で
あ
る
（
前
掲
註
２
津
田
解
説
）。

	

　

毛
利
久
『
仏
師
快
慶
論
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
（
増
補
版
、

一
九
九
四
年
）、
一
四
九
頁
。

	

　

宇
野
茂
樹
『
近
江
路
の
彫
像
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
四
年
、
二
二
三

～
二
二
四
、三
八
四
頁
。

（
４
）	

な
お
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
七
月
よ
り
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄

託
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）	

「
こ
の
栄
快
・
長
快
は
、
そ
の
名
前
か
ら
考
え
て
も
、
ま
た
現
存
す
る

作
品
か
ら
み
て
も
、
快
慶
の
弟
子
と
思
わ
れ
る
」（
前
掲
註
３
毛
利
著
、

一
四
七
頁
）

	

　
「
理
智
的
な
が
ら
、
一
種
の
淋
し
さ
を
宿
す
お
だ
や
か
な
顔
つ
き
、
あ

る
い
は
技
巧
を
尽
く
し
て
綺
麗
に
仕
上
げ
た
彫
法
な
ど
に
安
阿
弥
様
の
感

化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
全
体
に
気
力
す
く
な
く
、
衣
文

も
繁
多
で
、
鎬
ぎ
が
高
く
、
快
慶
の
東
大
寺
地
蔵
像
と
比
べ
れ
ば
、
格
段

の
差
が
あ
る
。
す
で
に
安
阿
弥
様
の
形
式
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
」（
同

前
、
一
四
九
頁
）

	

　
「
し
か
し
長
命
寺
地
蔵
菩
薩
像
は
、
師
で
あ
る
快
慶
の
東
大
寺
地
蔵
尊

像
と
対
比
す
る
と
、
安
阿
弥
様
を
伝
え
て
は
い
る
が
技
巧
的
な
熟
練
さ
を

示
す
に
す
ぎ
ず
、
康
慶
・
運
慶
・
快
慶
の
全
盛
期
か
ら
次
期
に
移
る
慶
派

作
品
の
下
降
を
す
で
に
暗
示
す
る
も
の
を
漂
わ
せ
て
い
る
」（
前
掲
註
３

宇
野
著
、
二
四
五
頁
）

（
６
）	

「
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
同
像
（
筆
者
註
：
長
命
寺
像
）
の
作
風
に

全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
快
慶
風
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

頬
が
長
く
切
れ
長
の
目
を
も
つ
や
や
沈
ん
だ
表
情
の
顔
立
ち
、
稜
線
を
立

て
た
細
か
い
衣
文
表
現
は
む
し
ろ
後
述
す
る
善
派
系
統
の
作
例
に
近
い
も

の
が
あ
る
。
奈
良
に
お
け
る
快
慶
の
造
像
に
参
加
し
て
名
を
も
ら
い
、
奈

良
に
残
り
活
動
を
続
け
た
仏
師
か
と
想
像
さ
れ
る
」

	

　

奥
健
夫
『
奈
良
の
鎌
倉
時
代
彫
刻
』
日
本
の
美
術 

五
三
六
、
ぎ
ょ
う

せ
い
、
二
〇
一
一
年
、
五
八
頁
。

	

　
「『
快
』
の
字
か
ら
快
慶
の
弟
子
筋
と
す
る
意
見
が
あ
る
が
、
快
慶
一
派

が
名
前
の
上
に
つ
け
る
『
巧
匠
』
を
名
乗
ら
な
い
た
め
断
言
は
で
き
な
い
」

	

　

寺
島
典
人
「
鎌
倉
時
代
か
ら
桃
山
時
代
の
仏
像
」
近
江
八
幡
市
史
編

集
委
員
会
編
『
近
江
八
幡
の
歴
史
』
九 

地
域
文
化
財
、
二
〇
二
一
年
、

二
〇
八
頁
。

（
７
）	

副
島
弘
道
「
四
五 

地
蔵
菩
薩
像 

バ
ー
ク
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」
水

野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記

篇
二
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
。

	

　

井
上
一
稔
「
五
〇 

地
蔵
菩
薩
像 

東
大
寺
」
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日

本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
二
、
中
央
公
論
美
術
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出
版
、
二
〇
〇
四
年
。

	
　

山
本
勉
「
八
四 

地
蔵
菩
薩
像 

藤
田
美
術
館
」
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日

本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
三
、
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
〇
五
年
。

	

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
在
銘
作
例
と
作
風
が
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
奈
良

国
立
博
物
館
の
地
蔵
菩
薩
立
像
（
収
蔵
品
番
号
一
二
〇
三
―
〇
）、
東
京
・

出
光
美
術
館
の
地
蔵
菩
薩
立
像
（
キ
ン
ベ
ル
美
術
館
旧
蔵
）、
三
重
・
安

楽
寺
の
地
蔵
菩
薩
立
像
が
挙
げ
ら
れ
る
。

	

　

寺
島
典
人 

山
口
隆
介
「
補
遺
二
三 

阿
弥
陀
如
来
像 

安
楽
寺
」
水
野
敬

三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇

一
六
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
〇
年
。

	

　

山
口
隆
介
「【
特
別
寄
稿
】
出
光
美
術
館
所
蔵
（
興
福
寺
旧
蔵
）
の
地

蔵
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
二
六
、二
〇
二
一
年
。

（
８
）　

水
野
敬
三
郎
「
快
慶
作
品
の
検
討
」『
美
術
史
』
四
七
、一
九
六
三
年
（
同

『
日
本
彫
刻
史
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
六
年
）。

	

　

寺
島
典
人
「
西
教
寺
蔵
木
造
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
立
像
」『
國
華
』

一
四
〇
七
、二
〇
一
三
年
。

	

　

寺
島
典
人
「
耳
の
造
形
に
見
る
仏
師
快
慶
・
行
快
工
房
―
耳
の
近
似

と
相
違
が
語
る
も
の
―
」『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
三
二
号
別
冊
、

二
〇
一
五
年
。

（
９
）	

山
口
隆
介
「
快
慶
と
工
房
制
作
―
快
慶
展
の
知
見
を
ふ
ま
え
て
―
」『
研

究
発
表
と
座
談
会 

仏
師
と
そ
の
工
房
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』
公
益
財
団
法

人
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
研
究
報
告
書 

第
四
五
冊
、
二
〇
一
九

年
。

	

　

な
お
、
京
都
・
清
凉
寺
の
釈
迦
如
来
立
像
は
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）

に
快
慶
に
よ
っ
て
修
理
さ
れ
た
こ
と
が
台
座
葺
軸
底
面
の
「
大
佛
師
法
眼

快
慶
」
な
ど
の
墨
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
作
者
銘
と
は
別
に

捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

	

　

毛
利
久 

丸
尾
彰
三
郎
「
八 

釈
迦
如
来
像 

清
凉
寺
」
丸
尾
彰
三
郎
ほ
か

編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
平
安
時
代
造
像
銘
記
篇
一
、
中
央
公

論
美
術
出
版
、
一
九
六
六
年
。

（
10
）	

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
特
徴
が
同
時
代
の
筆
跡
に
も
よ
く
み
ら
れ
る
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
長
命
寺
像
の
「
快
」
の
字
は
快
慶
派
の
そ
れ
に

比
べ
て
筆
画
全
体
の
均
整
が
や
や
崩
れ
て
い
る
。

（
11
）	

当
該
部
分
は
左
記
の
通
り
。

	

　

建
長
八
年
三
月
廿
五
日
。
大
講
堂
御
佛
重
加
彫
刻
。

	

　

中
尊
千
手
觀
音
立
像 

長
二
丈
五
尺
。

	

　
　

大
佛
師
法
印
湛
慶
。
湛
慶
不
遂
造
功
而
令
死
去
之
間
。
以
康
圓
法
眼
爲

	

　
　

大
佛
師
終
造
功
畢
。

	
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

	

　

同
廿
八
日
。
脇
士
造
始
之
。

	

　
　

虛
空
藏
菩
薩
立
像 

立
長
一
丈
。

	

　
　
　

大
佛
師
法
眼
院
寶
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地
藏
菩
薩
立
像 

立
長
同
前
。

	
　
　
　

大
佛
師
法
橋
榮
快

	

　
　

淨
名
居
士 

坐
像
。

	

　
　
　

大
佛
師
定
慶
法
眼

	

　
　

文
殊
師
利 
坐
像
。

	

　
　
　

大
佛
師
長
快
法
橋 

後
名
定
阿
彌
陀
佛
。

	

　

筒
井
寛
秀
監
修 

東
大
寺
続
要
録
研
究
会
編
纂
・
校
訂『
東
大
寺
続
要
録
』

国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
三
年
、
二
四
～
二
五
頁
。

（
12
）	

山
本
勉
「
福
岡
・
万
行
寺
の
快
成
作
阿
弥
陀
如
来
立
像
と
仏
足
文
表
現
」

『M
U
SEU

M

』
四
六
七
、一
九
九
〇
年
。

	

　

山
本
勉
「
興
福
寺
本
坊
持
仏
堂
弥
勒
菩
薩
立
像
（
伝
聖
観
音
菩
薩
像
）

に
つ
い
て
」『M

U
SEU

M

』
五
五
三
、一
九
九
八
年
。

	

　

前
掲
註
６
奥
著
。

	

　

岩
田
茂
樹
「
キ
ン
ベ
ル
美
術
館
・
快
慶
作
木
造
釈
迦
如
来
立
像
に
つ
い

て
」『M

U
SEU

M

』
六
四
六
、二
〇
一
三
年
。

	

　

山
口
隆
介
「《
資
料
紹
介
》
個
人
蔵
地
蔵
菩
薩
立
像
」『M

U
SEU

M
』

六
八
七
、二
〇
二
〇
年
。

（
13
）	

長
谷
川
誠
「
地
蔵
菩
薩
立
像
」『
大
和
古
寺
大
観
』
四 

新
薬
師
寺 

白

毫
寺 

円
成
寺
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
七
三
頁
。

（
14
）	

こ
の
右
手
伏
掌
の
手
勢
は
類
例
が
少
な
い
が
、津
田
氏
に
よ
っ
て
滋
賀
・

願
成
就
寺
の
地
蔵
菩
薩
立
像
（
木
の
中
地
蔵
）
に
も
こ
れ
に
近
い
手
勢
が

み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
註
２
津
田
解
説
）。
願
成
就

寺
像
に
つ
い
て
は
左
記
を
参
照
。

	

　

研
究
代
表
者 

津
田
徹
英
『
近
江
の
古
代
中
世
彫
像
の
基
礎
的
調
査
・

研
究
―
基
礎
デ
ー
タ
と
画
像
蓄
積
の
た
め
に
―
』
平
成
二
四
年
度
～
平
成

二
六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究（
Ｂ
）一
般
成
果
報
告
書（
課

題
番
号
二
四
三
二
〇
〇
三
二
）、
二
〇
一
五
年
。

（
15
）	

岩
田
茂
樹
「
二
二
一 

地
蔵
菩
薩
像 

春
覚
寺
」
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日

本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
七
、
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

（
16
）	

こ
の
意
匠
は
快
慶
作
の
奈
良
・
東
大
寺
僧
形
八
幡
神
坐
像
、
大
阪
・
八

葉
蓮
華
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
八

葉
蓮
華
寺
像
の
光
背
は
転
用
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

	

　

井
上
一
稔
「
二
七 

僧
形
八
幡
神
像 

東
大
寺
」
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日

本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
一
、
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
〇
三
年
。

	

　

根
立
研
介
「
四
一 

阿
弥
陀
如
来
像 

八
葉
蓮
華
寺
」
水
野
敬
三
郎
ほ
か

編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
二
、
中
央
公

論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
。

	
　

前
掲
註
１
奈
良
国
立
博
物
館
編
著
、
五
七
二
頁
。

（
17
）	
田
辺
三
郎
助
「
附
・
あ
る
仏
師
の
年
齢
」『
歴
博
』
二
、一
九
八
三
年
（
同

『
田
辺
三
郎
助
彫
刻
史
論
集
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
18
）	

石
井
千
紘
「
鎌
倉
時
代
前
期
の
僧
綱
仏
師
に
つ
い
て
―
仏
師
善
慶
の
僧
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綱
補
任
を
中
心
に
―
」『
佛
敎
藝
術
』
三
三
九
、二
〇
一
五
年
。

	
　

松
岡
久
美
子
「
快
慶
の
名
乗
り
の
意
味
と
意
義
」
筒
井
忠
仁
編
『
仏
師

と
絵
師
―
日
本
・
東
洋
美
術
の
制
作
者
た
ち
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
三

年
、
一
〇
五
頁
。

【
挿
図
出
典
】

１
～
６
、９
、
11
、
13
～
15
、
17
、
23　

津
田
徹
英
先
生
提
供

７
、８
、
10
、
12　

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
仏
師
快
慶
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
二
三
年
。

16　

水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘

記
篇
九
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
三
年
。

18　
『
大
和
古
寺
大
観
』
四 

新
薬
師
寺 

白
毫
寺 
円
成
寺
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
七
年
。

19
～
22
、
24　

水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
楽
時

代
造
像
銘
記
篇
七
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。
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『
花
団
子
食
家
物
語
』
下
巻

　
翻
刻
と
注
釈

A
n Transcribing and Translating the K

ibyoshi, 
A

n Transcribing and Translating the K
ibyoshi, H

ana yori dango kuike m
onogatari

H
ana yori dango kuike m

onogatari   （（Part 3 of 3
Part 3 of 3

））

岡
島
由
佳

O
k

a
jim

a, Yuka

大
島
瑞
月

O
sh

im
a, M

itsuki

大
屋
多
詠
子

O
ya, Taeko

　

本
誌
第
４
号
、
５
号
に
引
き
続
き
、
本
稿
で
は
曲
亭
馬
琴
の
黄
表
紙
『
花
団

子
食
家
物
語
』
の
下
巻
の
翻
刻
と
注
釈
を
行
う
。
本
稿
は
二
〇
一
九
年
度
の
大

学
院
演
習
の
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
執
筆
は
岡
島
由
佳
、
大
島
瑞
月
、
大

屋
多
詠
子
が
担
当
し
、
最
終
的
な
加
筆
修
正
は
大
屋
が
行
っ
た
。
紙
幅
の
都
合

上
、
英
訳
に
つ
い
て
は
エ
イ
デ
ン
・
ラ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
よ
る
別
稿
を
期
す
。

　

下
巻
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
下
巻
）
柏
餅
は
衣
被
姫
の
代
わ
り
に
妹
月
見
の
団
子
の
首
を
討
ち
、
刺
鯖
と

昆
布
と
二
人
の
上
使
に
そ
れ
ぞ
れ
首
と
亡
骸
を
渡
す
。
干
鯛
の
執
権
の
初
鮭
は

こ
の
機
に
乗
じ
て
精
進
物
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
。
館
を
攻
め
ら
れ
た
屠
蘇
酒
方

は
慌
て
る
が
、
素
麺
の
伏
勢
が
干
鯛
を
絡
め
取
り
、
初
鮭
は
自
害
す
る
。
菱
餅

御
前
に
狼
藉
を
働
き
精
進
物
と
生
臭
物
の
諍
い
の
発
端
を
作
っ
た
鱈
は
、
昆
布

で
縛
め
ら
れ
、
両
家
は
和
睦
す
る
。
干
鯛
・
衣
被
姫
夫
婦
は
睦
ま
じ
く
子
孫
繁

栄
し
た
。

【
凡
例
】
底
本
に
は
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
用
い
た
。
作

中
に
は
現
代
の
人
権
意
識
に
照
ら
し
て
不
適
当
な
表
現
が
あ
る
が
、
江
戸
時
代

の
資
料
的
価
値
に
鑑
み
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
翻
刻
の
方
針
は
上

巻
の
翻
刻
に
従
う
。
た
だ
し
原
文
に
あ
る
ル
ビ
は
［　

］
の
中
に
示
し
た
。　
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13
、
十
一
オ

　

柏か
し
は
も
ち餅１

手
詰づ
め

と
な
り
久
し
ひ
も
の
だ
が
、
今こ
よ
ひ宵

六
ツ
の
鐘か
ね

を
合あ
い
づ図

に
姫ひ
め

の
首く
び

を
打う

つ
て
渡わ
た

さ
ん
と
そ
の
場ば

を
延の

ば
し
、
妹い
も
と２

月
見
の
団だ
ん
ご子

を
衣き
ぬ
か
つ
ぎ被の

身み

が代
は

り
に
立
る
。
さ
れ
ば
３
十
三
夜や

の
団だ
ん
ご子
は
今
も
芋い
も

の
や
う
に
拵
こ
し
ら
へへ
る
な
り
。

（
柏
餅
）	

〽
４
精せ
う
じ
ん
も
の

進
物
ゝ
悲か
な

し
さ
は
、
人
に
勝す
ぐ

れ
た
甘あ
ま

み
を
見み

せ
ね
ば
姫ひ
め

の
命

は
芋い
も

の
う
ち
、
そ
ち
が
肌は
だ
への

衣き
ぬ
か
つ
ぎ被に

煮に

転こ
ろ

ば
し
た
が
身み

の
因い
ん
ぐ
わ果

、
命
を
く
れ
よ

妹
い
も
ふ
と
。

（
蛤
）	

〽
５
奴や
つ
この
尻し
り

に
あ
ら
ね
ど
も
、
そ
な
た
の
顔か
ほ

の
寒か
ん

晒ざ
ら

し
、
こ
の
マ
ア
き

め
の
良よ

さ
、
玉
の
や
う
な
る
団だ
ん
ご子

の
顔か
ほ

ば
せ
、
６
ど
う
串く
し

の
刃は

が
当あ

て
ら
り
や

う
。
７
こ
れ
が
ほ
ん
の
蛤
は
ま
ぐ
り

団だ
ん
ご子
だ
。

（
月
見
団
子
）
〽
私わ
た
しが

顔か
ほ

ゝ
引
き
伸の

ば
し
、
御
用
に
た
て
ゝ
下
さ
ん
せ
。

【
注
釈
】

＊
１　

手
詰　

進
退
き
わ
ま
る
こ
と
。
絶
体
絶
命
に
な
る
こ
と
。「
百
重
の
囲

は
遁
る
る
共
の
が
れ
が
た
な
き
手
づ
め
の
だ
ん
」（『
心
中
天
の
網
島
』
中
）

＊
２　

月
見
の
団
子　

中
巻
の
七
ウ
八
オ
に
登
場
。
月
見
団
子
。
陰
暦
八
月

十
五
夜
と
九
月
十
三
夜
に
、
月
に
供
え
る
。
秋
の
季
語
。

＊
３　

さ
れ
ば
十
三
夜
の
団
子
は
今
も
芋
の
よ
う
に
拵
へ
る
な
り　
『
守
貞
謾

稿
』
巻
二
七
夏
冬
に
「
八
月
十
五
夜
賞
月
（
…
）
京
坂
ニ
テ
モ
机
上
三
方
ニ

団
子
ヲ
盛
リ
供
ス
コ
ト
、
江
戸
ニ
似
タ
リ
ト
云
ト
モ
其
団
子
ノ
形
図
ノ
如
ク

小
芋
ノ
形
ニ
尖
ラ
ス
也　

然
ト
モ
豆
粉
ニ
砂
糖
ヲ
加
ヘ
是
ヲ
衣
ト
シ
又
醤
油

煮
ノ
小
芋
ト
ト
モ
ニ
三
方
ニ
盛
ル
コ
ト
各
十
二
個
閏
月
ア
ル
年
ニ
ハ
十
三
個

（
表
紙
）

（
十
一
ウ
）
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ヲ
盛
ル
ヲ
普
通
ト
ス
（
…
）」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、団
子
を
芋
の
形
に
作
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

＊
４　

精
進
物
の
悲
し
さ
は
、
人
に
勝
れ
た
甘
み
を
見
せ
ね
ば
姫
の
命
は
芋
の

う
ち
、
そ
ち
が
肌
の
衣
被
に
煮
転
ば
し
た
が
身
の
因
果
、
命
を
く
れ
よ
妹

	

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
「
小
心
者
の
悲
し
さ
は
人
に
勝
れ
た
心
底
を
。

見
せ
ね
ば
数
に
は
入
れ
ら
れ
ぬ
。
聞
分
ケ
て
命
を
く
れ
死
で
く
れ
妹
と
」
に

依
る
。こ
こ
で
は
、精
進
物
は
甘
み
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。「
小

心
者
」
と
「
精
進
物
」
を
掛
け
、「
こ
ろ
ば
し
た
が
」
は
「
似
る
」
と
「
煮
転
」

を
掛
け
る
。

＊
５　

奴
の
尻
に
あ
ら
ね
ど
も
、
そ
な
た
の
顔
の
寒
ざ
ら
し　
「
奴
の
尻
は
寒

晒
し
」
と
団
子
を
作
る
「
寒
晒
粉
」
を
掛
け
る
。「
奴
の
尻
は
寒
晒
し
」
と

は
、
下
っ
端
の
生
活
は
苦
し
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
の
を
い
う
。「
寒
晒
粉
」

は
も
ち
米
を
寒
ざ
ら
し
に
し
て
ひ
い
た
粉
。

＊
６　

ど
う
串
の
刃
が
当
て
ら
り
や
う　

ど
う
し
て
串
の
刃
で
首
を
切
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
出
来
な
い
。
団
子
に
刺
す
「
串
」
を
掛
け
、
団

子
の
首
を
討
つ
「
刃
」
と
し
た
。「
ど
う
串
の
刃
」
と
「
唐
櫛
の
歯
」
を
掛

け
る
か
。「
唐
櫛
」
は
舶
来
の
櫛
の
意
で
、
梳
櫛
の
一
種
。
櫛
の
む
ね
や
脇

を
水
牛
・
鯨
髭
で
つ
く
り
、
歯
の
部
分
を
竹
で
細
工
し
た
も
の
（『
和
漢
三

才
図
会
』
二
五
）。「
唐
子
髷
に
は
薩
摩
櫛
、
島
田
髷
に
は
と
う
ぐ
し
と
、
や

ま
と
も
ろ
こ
し
打
ま
ぜ
て
」（『
国
性
爺
合
戦
』
道
行
）

＊
７　

こ
れ
が
ほ
ん
の
蛤
団
子
だ　
「
は
ま
ぐ
り
団
子
」
は
「
お
く
り
団
子
」

を
も
じ
る
か
。「
送お
く
り団
子
」
は
盆
の
精
霊
送
り
の
時
に
供
え
る
団
子
。「
送
り

団
子
の
白
い
粉
を
天あ
た
ま窓

か
ら
打ぶ
つ
か
ぶ冠

る
や
ら
」（『
大
千
世
界
楽
屋
探
』
中
）

【
挿
絵
】
十
一
オ
で
は
、
柏
餅
が
妹
の
月
見
の
団
子
に
、
衣
被
姫
の
身
代
わ
り

に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
。
団
子
は
両
手
に
鏡
を
持
ち
、
傍
に
座
る
蛤
は
、

団
子
の
顔
に
手
を
添
え
る
。�

（
大
島
）

　
14
、
十
一
ウ
十
二
オ

　

柏か
し
は
も
ち餅、

妹
い
も
と

団だ
ん
ご子

の
首く
び

を
打う

ち
、
１
刺さ
し

鯖さ
ば

、
昆こ

ぶ布
の
両
人
へ
渡わ
た

す
。
鯖さ
ば

、
昆こ

ぶ布

互た
が

ひ
に
首く
び

を
受う

け
取と

ら
ん
と
争あ
ら
そふ

。

（
柏
餅
）	

〽
一
ツ
の
首く
び

に
二ふ
た
り人
の
上
使
、
刺さ
し

鯖さ
ば

殿ど
の

は
姫ひ
め

君ぎ
み

の
夫
お
つ
と

干
鯛
よ
り
の

上
使
な
れ
ば
、
首く
び

を
受う

け
取と

り
帰か
へ

ら
れ
よ
。
又
昆こ
ん
ぶ布

殿ど
の

は
御
父ち

ゝ

屠と

そ蘇
酒
の
使つ
か

ひ
な
れ
ば
、
御
亡な
き
が
ら骸
を
受う

け
取と

ら
れ
よ
。
２
親お
や
こ子
は
一
世
と
申
す
ゆ
へ
、
死
し

て
二
度た
び

逢あ

は
ぬ
が
故こ
じ
つ実
、
３
呑の
み
こ
み込
山
の
昆こ
ん
ぶ布
な
ら
４
皆み
な

さ
ば
寄
っ
て
実じ
つ
け
ん検
あ
れ
。

合が
て
ん点

か
〳
〵
。

（
刺
鯖
）	

〽
諺こ
と
わ
ざに
い
ふ
５
鯖さ
ば

の
生い

き
腐く
さ

れ
、
塩し
ほ

焼や

き
と
茹ゆ

で
顔が
ほ

は
相そ
う
が
う好
が
違ち
が

ふ
な
ど
ゝ
、
６
身み
が
わ代

り
の
団だ
ん
ご子

は
喰く

わ
ぬ
。

（
刺
鯖
）	

〽
７
さ
ば
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
場ば

の
様や
う
す子

、
し
か
ら
ば
、８
こ
の
し
ろ
、

立
別わ
か

れ
ん
、
９
さ
ば
よ
〳
〵
。

（
昆
布
）	

〽
10

い
も
の
な
る
夜よ

は
刺さ
し

鯖さ
ば

昆こ
ん
ぶ布

、11
鳥と
り

は
物も
の

か
は
別わ
か

れ
、
浅あ
さ
り蜊

蛤は
ま
ぐ
りも

、12
今
の
剥む

き
身み

を
み
る
く
ひ
と
は
し
ゞ
み
な
事
で
は
あ
る
わ
い
な
。

（
鯖
）	

〽
13

昆こ

ぶ布
を
だ
し
に
使つ
か

へ
ば
身み
ど
も共
が
塩あ
ん
ば
い梅
も
よ
い
と
い
ふ
も
の
だ
。

（
鯖
）	

〽
忝
か
た
じ
け
なく

も
某
そ
れ
が
しは
14

東［
と
う
か
い
］

海
の
波［
は
し
ん
］臣
15

五［
ご
こ
う
せ
い
］

矦
鯖
と
言い

わ
れ
て
は
、16
け
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ぶ
つ
た
い
男
17

で
ゑ
す
。

（
柏
餅
）	

〽
18

い
も
が
子こ

は
這は

ふ
ほ
ど
に
こ
そ
な
り
に
け
り
。
た
ゞ
と
り
上

て
、
養や
し
なひ
に
せ
よ
。19
い
も
打う

つ
鐘か
ね

は
早は
や

明あ

け
六
ツ
。

【
注
釈
】

＊
１　

刺
鯖　

干
物
で
、
背
開
き
に
し
た
鯖
の
塩
漬
け
を
二
枚
重
ね
て
一
刺
と

し
た
も
の
。「
生
御
霊　

蓮
の
飯　

刺
鯖･･･

七
月
十
五
日
前
に
人
家
各
糯

飯
を
蓮
葉
に
裹
み
鯖
を
そ
の
上
に
載
せ
て
親
戚
の
間
互
に
相
贈
り
て
こ
れ
を

祝
ふ
。
こ
れ
を
蓮
の
飯
と
い
ふ
。
こ
の
月
も
つ
ぱ
ら
鯖
魚
を
賞
す
。
鯖
魚
一

双
を
一
挿
と
い
ふ
。一
魚
頭
を
以
て
一
魚
頭
の
内
に
挿
む
故
に
刺
鯖
と
い
ふ
」

（『
俳
諧
歳
時
記
』
秋
）、「
盆
の
さ
し
鯖
正
月
の
鏡
餠
も
見
た
事
な
く
て
」（『
日

本
永
代
蔵
』
三
・
五
）。

＊
２　

親
子
は
一
世　

親
子
の
関
係
は
現
世
だ
け
で
、
夫
婦
関
係
の
二
世
、
主

従
関
係
の
三
世
よ
り
結
び
つ
き
が
弱
い
こ
と
を
い
う
。
そ
の
た
め
、
父
と
は

顔
を
合
わ
す
べ
き
で
は
な
く
、
父
か
ら
の
使
者
に
は
首
で
は
な
く
亡
骸
を
渡

す
と
し
た
。「
親
子
は
一
世
の
契
り
と
申
せ
ど
も
、
来
世
は
必
ず
ひ
と
つ
蓮

に
参
り
会
ふ
や
う
に
御
念
仏
候
ふ
べ
し
」（『
保
元
物
語
』
下
・
義
朝
幼
少
の

弟
悉
く
失
は
る
る
事
）、「
親
子
は
一
世
の
ち
ぎ
り
と
き
く
に
」（『
昔
話
稲
妻

表
紙
』
三
・
一
一
）。

＊
３　

呑
込
山　

承
知
す
る
こ
と
。
意
味
の
な
い
「
山
」
を
し
ゃ
れ
て
添
え

た
語
。
呑
込
山
の
ほ
と
と
ぎ
す
、
呑
込
山
の
寒
烏
と
続
け
る
こ
と
も
あ
る
。

「
わ
っ
ち
は
呑
込
山
だ
が 

雲
間
を
ゆ
び
さ
し 

あ
い
つ
が
承
知
す
る
め
へ
と
」

（『
契
情
実
之
巻
』
後
編
一
）、「『
宿
は
ど
ふ
で
も
い
い
か
ら
、
た
ぼ
の
あ
り

（
十
一
ウ
十
二
オ
）
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5　　　

そ
ふ
な
内
に
し
や
れ
』『
の
み
こ
み
山
の
み
こ
み
山
』」（『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』

四
・
上
）。

＊
４　

皆
さ
ば
寄
っ
て　
「
皆
さ
ま
寄
っ
て
」
の
「
さ
ま
」
を
「
鯖
」
と
も
じ
る
。

＊
５　

鯖
の
生
き
腐
れ　

鯖
は
痛
み
や
す
く
、
新
鮮
に
見
え
て
も
腐
り
始
め
て

い
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

＊
６　

身
代
り
の
団
子
は
喰
わ
ぬ　

月
見
団
子
が
衣
被
姫
の
身
代
り
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、「
そ
の
手
は
喰
わ
ぬ
」
を
「
団
子
」
と
し
た
。

＊
７　

さ
ば
さ
り
な
が
ら　
「
さ
は
さ
り
な
が
ら
」
を
「
鯖
」
と
も
じ
っ
た
。

＊
８　

こ
の
し
ろ
立
わ
か
れ
ん　
「
こ
の
城
を
立
ち
別
れ
ん
」
と
魚
の
「
コ
ノ

シ
ロ
」
を
掛
け
た
。
焼
く
と
死
臭
が
す
る
と
い
い
嫌
わ
れ
た
。「
将
こ
の
し

ろ
と
い
ふ
魚
を
禁
ず
。
縁
記
の
旨
、
世
に
伝
ふ
事
も
侍
し
」（『
奥
の
細
道
』

室
の
八
嶋
）、「
武
家
は
決
て
食
せ
ざ
り
し
も
の
也
。
鰶
魚
は
此
城
を
食
と
い

ふ
響
き
を
忌
て
也
」（『
塵
塚
談
』
下
）。

＊
９　

さ
ば
よ　
（「
さ
ば
」
は
「
さ
ら
ば
」
の
略
）
別
れ
の
挨
拶
の
こ
と
ば
。

多
く
遊
女
な
ど
が
用
い
た
。
さ
よ
な
ら
。
さ
ば
え
。
こ
こ
で
は
「
鯖
」
を
掛

け
る
。「
た
っ
た
弐
分
で
す
て
る
命
、
な
る
ほ
ど
、
ば
か
と
も
た
わ
け
と
も

見
へ
ま
せ
ふ
。
あ
ね
き
さ
ば
よ
」（『
意
気
地
』
一
）

＊
10　

い
も
の
な
る
夜
は
刺
鯖
昆
布　
「
い
も
の
な
る
夜
」
は
「
芋
の
な
る
夜
」

と
考
え
る
と
芋
名
月
（
八
月
十
五
夜
）
を
指
し
、
こ
こ
で
は
「
妹
」
も
掛
け

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
夜
昆
布
」
は
「
喜
ぶ
」
に
音
が
通
じ
る
と
こ
ろ

か
ら
縁
起
を
祝
い
、
夜
、
昆
布
を
買
う
こ
と
、
ま
た
は
食
べ
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
昆
布
。（「
夜
の
昆
布
は
乞
ふ
て
も
喰
へ
」『
譬
喩
尽
』
三
）

＊
11　

鳥
は
物
か
は
別
れ　
「
待
つ
宵
の
更
け
行
く
鐘
の
声
聞
け
ば 

あ
か
ぬ
別

れ
の
鳥
は
も
の
か
は
」（
新
古
今
一
一
九
一
）
に
拠
る
。

＊
12　

今
の
剥
き
身
を
み
る
く
ひ
と
は
し
ゞ
み
な
事
で
は
あ
る
わ
い
な
。　
「
今

の
憂
き
身
を
見
る
と
は
、
辛
気
な
」
と
「
蜆
」
と
を
掛
け
る
。
剥
身
は
、
貝

類
の
殻
を
と
っ
た
中
の
肉
。
み
る
く
ひ
（
海
松
食
・
水
松
食
）
は
大
形
の
二

枚
貝
。「
田
作
が
這
入
と
臭
く
て
な
ら
ね
へ
か
ら
奢
っ
て
さ
る
ぼ
う
の
む
き

み
を
入
や
し
た
」（『
浮
世
風
呂
』
三
・
下
）

＊
13　

昆
布
を
だ
し
に
使
へ
ば
身
共
が
塩
梅
も
よ
い　

昆
布
だ
し
で
鯖
を
煮
る

と
味
加
減
が
良
い
と
い
う
ほ
ど
の
意
。「
だ
し
に
使
う
」
は
利
用
す
る
、
口

実
に
す
る
意
。「
出
汁
に
遣
ふ
鰹
也
。
以
人
令
謂
喩
也
」（『
譬
喩
尽
』
三
）。

こ
こ
で
は
差
鯖
は
身
代
り
の
計
略
に
騙
さ
れ
な
い
が
、
昆
布
が
こ
れ
を
信
じ

た
こ
と
を
口
実
に
し
て
、
月
見
団
子
の
首
を
持
っ
て
帰
る
、
と
い
う
こ
と
か
。

＊
14　

東
海
の
波
臣　

波
臣
は
水
中
世
界
の
臣
下
の
意
で
、魚
類
を
い
う
。「
東

海
の
波
臣
」
は
『
荘
子
』（
外
物
第
二
十
六
）
に
見
え
、
荘
子
の
例
え
話
の

中
で
鮒
が
自
身
を
「
東
海
の
波
臣
」
と
名
乗
る
。

＊
15　

五
侯
鯖　

中
国
、
前
漢
の
婁
護
が
五
侯
か
ら
賜
っ
た
種
々
の
肉
で
煮

た
御
馳
走
。「
五
侯
不
相
能
、
賓
客
不
得
来
往
、
婁
護
・
豊
弁
、
伝
食
五
侯

間
、
各
得
其
歓
心
、
競
致
奇
膳
、
護
乃
合
以
為
鯖
。
世
称
五
侯
鯖
、
以
為
奇

味
焉
」（『
西
京
雑
記
』
二
）、「
足
を
添
た
る
章た

こ魚
な
ら
で
、
に
て
も
つ
か
ぬ

五ゴ
タ
ゴ
タ
リ
ヤ
ウ
リ

侯
鯖
」（『
曲
亭
伝
奇
花
釵
児
』
序
）。

＊
16　

け
ぶ
つ
た
い　

気
づ
ま
り
で
、
敬
遠
し
た
い
気
持
。「
山
あ
ら
し
の
門

十
と
言
っ
て
は
、煙
っ
て
え
男
の
な
れ
の
果
」（「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」
七
幕
）
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＊
17　

で
ゑ
す　

…
で
す
。多
く
男
伊
達
、遊
女
な
ど
の
間
で
用
い
ら
れ
た
。「
奥

野
彌
右
エ
門
の
曰
新
米
の
飯
に
う
る
め
を
添
て
食
へ
ば
美
旨
で
ゑ
す
」（『
譬

喩
尽
』
四
）

＊
18　

い
も
が
子
は
這
ふ
ほ
ど
に
こ
そ
な
り
に
け
り
。
た
ゞ
と
り
上
て
、
養
ひ

に
せ
よ
。　

腹
に
子
（
清
盛
）
を
宿
し
た
祇
園
女
御
を
白
河
院
か
ら
賜
っ
た

忠
盛
が
、
後
に
そ
の
子
が
這
う
ほ
ど
に
成
長
し
た
こ
と
を
暗
に
院
に
伝
え
る

た
め
に
、零
余
子
（
山
芋
の
珠
芽
）
を
袖
い
っ
ぱ
い
に
盛
っ
て
言
っ
た
言
葉
。

こ
れ
に
対
し
、
白
河
院
は
養
子
と
し
て
育
て
よ
と
答
え
た
。「
忠
盛
、
薮
に

幾
等
も
あ
り
け
る
零
餘
子
を
袖
に
盛
り
入
れ
、
御
前
に
参
り
畏
ま
っ
て
妹
が

子
は
這
ふ
ほ
ど
に
こ
そ
成
り
に
け
り
と
申
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
院
は
や
が
て

御
心
得
あ
っ
て
、
忠
盛
と
り
て
養
育
に
せ
よ
と
ぞ
下
の
句
を
附
け
さ
せ
座
し

け
る
」 （『
平
家
物
語
』
巻
六
祇
園
女
御
）。
こ
こ
で
は
里
「
芋
」
の
衣
被
姫

と
身
代
わ
り
に
な
っ
た
柏
餅
の
「
妹
」
か
ら
呼
び
出
し
た
が
、
筋
に
は
関
わ

ら
な
い
洒
落
。

＊
19　

い
も
打
つ
鐘
は
早
明
け
六
ツ　
「
今
打
つ
鐘
は
」を「
芋
」と
も
じ
っ
た
。

【
挿
絵
】
裃
を
着
た
鯖
と
平
昆
布
の
上
使
が
、
首
桶
を
受
け
取
ろ
う
と
争
う
。

蛤
と
柏
餅
夫
婦
が
手
前
に
膝
を
つ
い
て
い
る
。　
　

�

（
大
屋
）

　
15
、
十
二
ウ
十
三
オ

　
１

孫［
そ
ん
し
］子に

も
兵
［
へ
い
］は

偽［
ぎ
ど
う
］道也

と
言い

へ
る
が
ご
と
く
、
柏か
し
わ
も
ち餅が

偽い
つ
はり

の
身み

替が

わ
り

を
ま
こ
と
ゝ
思
ひ
、
初は
つ
さ
け鮭

大
に
喜よ
ろ
こび

、
こ
の
２
虚き
よ

に
乗の

つ
て
精し
や
う
じ
ん
も
の

進
物
を
滅ほ
ろ
ぼさ

ん

（
十
二
ウ
十
三
オ
）
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7　　　

と
無む
た
い体

に
干
鯛
を
す
ゝ
め
、
不ふ

い意
に
屠と

そ蘇
酒さ
け

の
館や
か
たへ

押お

し
寄よ

す
る
。
思お
も

ひ
も
う

け
ぬ
事
な
れ
ば
、
屠と

そ蘇
酒
の
方か
た

に
は
大
き
に
慌あ
は

て
右う
わ
う
ざ
わ
う

往
左
往
に
立
騒さ
は

ぐ
。
こ

の
時と
き

、
鮭さ
け

は
ま
つ
先
に
進す
ゝ

み
、
３
正
月
飾か
ざ

り
の
上う
へ

に
つ
く
。
４
串く
し
が
き柿
の
軍ぐ
ん
ひ
や
う兵
を

四
五
人
槍や
り

に
て
突つ

き
通と
を

す
。
此
時
後ご
ぢ
ん陣

の
方か
た

、
少す
こ

し
空す

い
て
み
へ
け
れ
ば
、
思

ひ
が
け
な
き
素そ
う
め
ん麺
の
５
伏ふ
せ
ぜ
い勢
、
糸い
と

を
乱み
だ

し
て
攻せ

め
か
ゝ
り
、
大
将し
や
う

干
鯛
を
か

ら
め
と
る
。

（
素
麺
）	

〽
６
こ
れ
は
粗そ
ゝ
う相

、
そ
う
め
ん
な
。
平ひ
ら

に
御
に
う
め
ん
下く
だ

さ
れ
い
。

（
干
鯛
）
７
こ
れ
は
干
鯛
〳
〵
。
ひ
だ
い
め
に
あ
ふ
た
。

（
鮭
）	

〽
８
串く
し
が
き柿

十
ヲ
で
９
一い
ち
れ
ん
た
く
し
や
う

蓮
托
生
な
む
あ
み
だ
〳
〵
づ
ぶ
〳
〵
〳
〵
。

〽
串く
し
が
き柿
十
人
ば
か
り
一い
ち
ど度
に
刺さ

し
通と
う

さ
る
ゝ
。

串く
し
が
き柿
い
ふ
。

（
串
柿
）	

〽
10

こ
を
ふ
い
て
疵き
づ

を
求も
と

め
る
と
は
此
事
か
。

（
串
柿
）	

〽
か
う
刺さ

し
通と
を

さ
れ
て
は
11
は
ら
わ
た
迷め
い
わ
く惑

い
た
し
ま
す
。

【
注
釈
】

＊
１　

孫
子
に
も
兵
は
偽
道
也
と
言
へ
る
が
ご
と
く　
『
孫
子
』
始
計
「
兵
者

詭
道
也
、
故
能
而
示
二
之
不
能
一
」
を
踏
ま
え
た
表
現
。「
詭
道
」（
人
を
偽

り
あ
ざ
む
く
方
法
）
の
意
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
「
詭
道
」
に
「
偽
」
の
字

を
当
て
た
か
。「
評
ニ
曰
、
兵
は
詭
道
な
り
と
い
へ
り
。
偽
り
を
も
つ
て
誘

ふ
時
は
強
敵
も
討
取
る
へ
し
。
孫
賓
か
ま
ど
を
へ
ら
し
て
敵
を
導
き
、
韓
信

の
う
し
や
の
は
か
り
事
に
よ
つ
て
楚
兵
を
く
ぢ
く
。
蟹
が
い
つ
は
り
の
は
か

り
こ
と
、
よ
く
そ
の
気
に
か
な
へ
り
」（『
増
補
獮
猴
蟹
合
戦
』）

＊
２　

虚
に
乗
つ
て　

備
え
の
な
い
の
に
つ
け
こ
む
。
相
手
の
す
き
を
突
い
て

攻
め
る
。「
内
乱
既
に
起
り
て
、
曚
雲
そ
の
虚
に
乗
ら
ば
、
遂
に
両
な
が
ら

防
ぐ
に
術
な
か
る
べ
し
」（『
椿
説
弓
張
月
』
拾
遺
・
五
三
回
）

＊
３　

正
月
飾
り　

正
月
の
祝
い
に
飾
り
つ
け
る
も
の
。
松
飾
り
、注
連
飾
り
、

鏡
餅
、
蓬
莱
飾
り
の
類
。
串
柿
は
、
鏡
餅
の
上
に
添
え
る
た
め
、
初
鮭
が
串

柿
を
刺
し
通
す
こ
と
を
「
上
に
つ
く
」
と
す
る
か
。

＊
４　

串
柿　

渋
柿
の
皮
を
む
き
、
竹
や
木
の
串
に
刺
し
て
干
し
た
も
の
。
干

し
柿
。
新
年
、
注
連
縄
や
蓬
莱
台
な
ど
に
、
串
柿
を
飾
る
。「
柿
」
を
「
嘉

来
（
か
き
）」
ま
た
は
、
幸
運
を
「
掻
き
取
る
」
の
意
に
か
け
て
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
新
年
の
季
語
。「［
和
漢
三
才
図
会
］
竹
の
串
に

貫
き
て
乾
た
る
も
の
也
、云
々
。［
酉
陽
雑
俎
］柿
に
七
絶
あ
り
。
一
ツ
に
寿
、

六
に
嘉
賓
、云
々
。」
今
、新
年
嘉
祝
の
物
と
し
て
蓬
莱
台
に
用
る
は
此
義
か
」

（『
俳
諧
歳
時
記
栞
草
』
春
之
部
）

＊
５　

伏
勢　

待
ち
伏
せ
し
て
い
る
軍
勢
。
伏
兵
。「
三
百
人
の
ふ
せ
ぜ
い

手て
ん
て手
に
や
り
を
と
り
な
を
し
、
よ
せ
手
の
ど
う
は
ら
を
づ
ぶ
〳
〵
〳
〵
と
み

な
殺
し
に
す
る
」（『
楠
正
成
軍
慮
智
輪
』
九
ウ
十
オ
）。
素
麺
は
糸
に
喩
え

ら
れ
る
た
め
「
糸
を
乱
し
」
た
と
表
現
す
る
。「
名
物
な
り
細
き
こ
と
糸
の

ご
と
く
」『
日
本
山
海
名
物
図
会
』（
巻
四
「
大
和
三
輪
策
麵
」）

＊
６　

こ
れ
は
粗
相
、
そ
う
め
ん
な
。
平
に
御
に
う
め
ん
下
さ
れ
い　

素
麺
か

ら
入
麺
を
引
出
し
、「
平
に
御
免
く
だ
さ
れ
」
を
言
い
掛
け
る
。
入
麺
（「
煮

麺
」
の
変
化
し
た
語
）
は
、
素
麺
を
醤
油
や
味
噌
汁
で
煮
た
も
の
。

＊
７　

こ
れ
は
干
鯛
〳
〵
。
ひ
だ
い
め
に
あ
ふ
た　
「
ひ
ど
い
目
に
あ
う
」
を

言
い
掛
け
る
。
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＊
８　

串
柿
十　

鏡
餅
の
上
に
干
し
柿
十
個
を
串
に
刺
し
通
し
た
も
の
を
飾
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
。

＊
９　

一
蓮
托
生
な
む
あ
み
だ
〳
〵
づ
ぶ
〳
〵
〳
　〵

一
連
ね
に
刺
し
通
す
こ

と
と
、
死
後
、
極
楽
浄
土
で
同
じ
蓮
華
の
上
に
生
ま
れ
る
一
蓮
托
生
を
か
け

る
。「
得
さ
せ
た
る
赤
木
の
刺
刀
。
御
辺
、
元
の
主
な
れ
ば
、
鉄
の
味
は
知

つ
ら
ん
。
只
今
返
す
、
受
け
取
れ
と
、
右
手
の
耳
の
下
よ
り
も
。
左
手
へ
通

れ
と
刺
す
ほ
ど
に
、
耳
と
口
と
を
一
れ
ん
托
生
。
南
無
阿
弥
陀
仏
と
回
向
し

て
。
も
と
の
所
へ
立
ち
帰
る
に
」（『
曽
我
会
稽
山
』
第
四
）。
づ
ぶ
づ
ぶ
は
、

柔
ら
か
い
も
の
を
刺
し
貫
い
た
さ
ま
を
表
す
語
。

＊
10　

こ
を
ふ
い
て
疵
を
求
め
る　
「
毛
を
吹
い
て
疵
を
求
む
る
」
は
毛
を
吹

き
分
け
て
根
も
と
の
疵
を
探
し
出
す
意
の
諺
。
し
な
い
で
も
よ
い
事
を
し
た

た
め
、
か
え
っ
て
わ
が
身
に
逆
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
の
た
と
え
。
串
柿
を

作
る
と
き
「
粉
を
ふ
く
」（
第
二
十
一
・
串
柿
の
製
法
「
渋
柿
の
未
だ
熟
せ

ざ
る
う
ち
其
皮
を
糾
取
り
之
を
軒
下
に
吊
し
蔭
干
と
な
し
而
し
て
之
を
瓶
若

く
は
箱
の
中
に
入
れ
崩
れ
ぬ
や
う
に
注
意
し
て
壓
潰
し
之
に
藁
を
か
け
置
く

時
は
自
然
白
き
粉
を
ふ
く
な
り
」〈『
社
会
有
益
秘
法
：
日
用
宝
鑑
』
服
部
喜

太
郎
編
・
一
八
九
八
年
〉）
こ
と
を
掛
け
る
か
。「
有
司
吹
毛
求
疵
」（『
漢
書
』

景
十
三
王
伝
）、「
彼
の
税
平
を
殺
し
給
は
ゞ
毛
を
吹
き
疵
を
求
む
る
な
り
」

（『
松
染
情
史
秋
七
草
』
四
）、「
讒
言
の
流
言
を
信
じ
て
う
ら
み
を
諸
侯
に
む

す
ぶ
時
は
、
こ
れ
毛
を
吹
て
疵
を
も
と
む
る
道
理
」（『
曲
亭
伝
奇
花
釵
児
』

第
一
齣
）。

＊
11　

は
ら
わ
た
迷
惑　
「
は
ら
わ
た
」
に
「
甚
だ
」
を
掛
け
る
。

【
挿
絵
】右
は
、素
麺
の
軍
勢
が
大
将
の
干
鯛
を
捕
縛
し
て
い
る
図
。歌
舞
伎『
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
』
十
一
段
目
の
炭
部
屋
に
隠
れ
て
い
た
師
直
が
引
き
出
さ
れ
る

構
図
を
真
似
た
か
。
左
図
は
屠
蘇
酒
の
館
で
、
初
鮭
が
串
柿
の
軍
兵
を
槍
で
刺

し
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
正
月
飾
り
に
用
い
る
串
柿
を
竹
串
で
貫
い
て
い
る
状

態
を
模
し
て
描
い
た
か
。
軍
勢
は
い
ず
れ
も
、
腹
巻
鎧
を
着
用
し
て
い
る
。

（
岡
島
）

　
16
、
十
三
ウ
十
四
オ

　

鮭
は
１
後ご
ぢ
ん陣

の
乱み
だ

れ
た
る
を
も
知し

ら
ず
、
２
鱗う
ろ
こを

逆さ
か
だ立

て
駆か

け
つ
け
た
れ
ど
、

味み
か
た方
次し
だ
い第
に
討う

ち
な
さ
れ
、
後う
し

ろ
の
方か
た

を
き
つ
と
見み

れ
ば
、
大
将し
や
う

干
鯛
虜
と
り
こ

と
な
り
ぬ
と
呼よ
ば

ゝ
る
声こ
ゑ

に
仰げ
う
て
ん天

し
、
今
は
は
や
こ
れ
ま
で
な
り
と
腹は
ら

十
文も
ん
じ字

に
か
き
切
れ
ば
、
城し
ろ

の
方か
た

よ
り
声こ
へ

高た
か

く
、
３
逢あ

い
に
相あ
い
お
い生
の
松ま
つ
か
ぜ風
さ
つ
ま
い
も

の
声こ
ゑ

ぞ
楽た
の

し
む
と
、
４
忠ち
う
し
ん
ぐ
ら

臣
蔵
の
お
石い
し

も
ど
き
に
蛤
は
ま
ぐ
りは
、
打う
ち
か
け掛
姿す
が
たし
と
や
か
に

５
二ふ
た
み見

潟が
た

の
島し
ま

台だ
い

を
携た
づ
さへ

出
れ
ば
、
向む

か
ふ
に
う
つ
る
６
千せ
ん
じ
や
う
じ
き

畳
敷
、
屠と

そ蘇
酒
を

は
じ
め
と
し
て
、
左
の
方か
た

に
は
干
鯛
、
衣き
ぬ
か
つ
ぎ被、
菱ひ
し
も
ち餅
御ご
ぜ
ん前
並な
み

い
る
諸し
よ
し士
に
奥お
く

女

中
多お
ゝ

く
の
中
で
、
７
こ
な
鮭
も
こ
れ
は
〳
〵
と
ば
か
り
に
て
８
胸む
ね

の
正せ
い
じ
や邪
９
焼や
き
つ付

け
の
皿
［
さ
ら
］に

言こ
と
ば葉

も
な
か
り
け
り
。
こ
の
身み

が代
わ
り
の
謀は
か
り
ご
と事を

、
世よ

に
伝つ
た

へ
て
10

団だ
ん
ご子
で
鯛た
い

を
釣つ

る
と
は
申
也
。

　
〽
蜃し
ん
き
ろ
う

気
楼
の
11

見み

へ
も
鬱う
つ
と
う陶

し
ひ
、
風
下
［
し
も
］の

燭し
よ
く台だ
いで

は
な
ひ
か
。

（
蛤
）	
〽
12

は
ら
お
も
し
ろ
の
景け
し
き色

じ
ゃ
ナ
ア
。

（
鮭
）	

〽
13

蛤は
ま
ぐ
りさ
ん
ね
ん
蛎
［
か
き
］八
年
、14
ね
ん
〳
〵
こ
ろ
り
や
ち
ん
こ
ろ
り
。

　
15

史
［
し
き記

天て
ん
か
ん官

書し
ょ 
ニ 

云い
は
く

海か
い
ぼ
う
の
し
ん
き
ご
し
き
の
だ
い
に
に
た
り

旁
蜃
氣
似
五
色
僂
臺　
16

李り
た
ん
が湛

所い
わ
ゆ
る謂

海か
い
し
こ
れ
な
り
］

市
是
也
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餅
／
鯛
／
屠
／
菱

【
注
釈
】

＊
１　

後
陣　

先
行
す
る
軍
隊
の
う
し
ろ
に
控
え
た
陣
。
後
方
の
部
隊
。「
小

む
つ
を
後
陣
の
大
将
に
て
け
ふ
を
死
戦
と
押
よ
せ
た
り
」（『
国
性
爺
合
戦
』

五
）

＊
２　

鱗
を
逆
立
て　
「
毛
を
逆
立
て
る
（
闘
争
の
姿
勢
）」
を
、
鮭
に
合
わ
せ

て
「
鱗
」
と
す
る
。「
ば
っ
と
立
て
ば
こ
ろ
り
と
落
ち
、
鴫
の
は
ね
が
き
も

も
は
が
き
、
毛
を
さ
か
立
て
ぞ
あ
ら
そ
ひ
け
る
」（『
国
性
爺
合
戦
』
二
）

＊
３　

逢
い
に
相
生
の
松
風
さ
つ
ま
い
も
の
声
ぞ
楽
し
む　

謡
曲
「
高
砂
」
の

「
逢
ひ
に
相
生
の
。
松
こ
そ
め
で
た
か
り
け
れ
」「
相
生
の
松
颯
々
の
聲
ぞ
た

の
し
む
。
〳
〵
」
に
よ
る
。「
颯
々
」
に
「
さ
つ
ま
い
も
」
を
掛
け
る
。

＊
４　

忠
臣
蔵
の
お
石
も
ど
き　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
に
登
場
す
る
、
大
星

由
良
助
の
妻
お
石
を
指
す
。
前
項
の
高
砂
や
、
蛤
が
打
掛
姿
で
島
台
を
携
え

る
場
面
は
、「
忠
臣
蔵
」
九
段
目
山
科
閑
居
に
お
い
て
、
お
石
が
戸
無
瀬
、

小
浪
母
娘
の
自
害
を
止
め
る
場
面
を
真
似
た
も
の
。「
忠
臣
蔵
」
で
は
、
お

石
が
持
っ
て
い
る
の
は
三
方
。

＊
５　

二
見
潟
の
島
台　

三
重
県
二
見
潟
。
二
見
興
玉
神
社
が
あ
り
、
そ
の
沖

合
に
あ
る
夫
婦
岩
が
有
名
。「
国
の
名
も
内
外
の
神
も
二
見
潟
」（『
誹
風
柳

多
留
』
一
〇
三
）。
島
台
は
婚
礼
や
供
応
な
ど
の
時
の
飾
り
物
。
蓬
莱
山
を

模
し
、
洲
浜
台
の
上
に
松
・
竹
・
梅
な
ど
を
飾
り
、
鶴
・
亀
を
配
し
、
尉
・

姥
を
立
た
せ
た
り
す
る
。「
ほ
ど
な
く
祝
義
を
取
急
ぎ
、樽
杦
折
の
山
を
な
し
、

島
台
の
粧
ひ
、相
生
の
松
風
、吉
野
は
九
十
九
ま
で
」（『
好
色
一
代
男
』五
・
一
）

（
十
三
ウ
十
四
オ
）
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＊
６　

千
畳
敷　

畳
千
枚
を
敷
く
ほ
ど
の
大
広
間
。「
べ
ら
ぼ
う
に
長
々
と
法

性
寺
入
道
見
た
や
う
に
、
三
遍
つ
づ
け
て
は
唱
へ
ら
れ
ね
え
仏
が
、
千
畳
敷

の
蓮
の
上
へ
往
生
し
た
と
い
ふ
返
詞
を
、
菩
提
所
へ
よ
こ
し
た
噂
も
な
し
」

（『
浮
世
床
』
二
・
下
）

＊
７　

こ
な　

人
を
表
わ
す
体
言
の
上
に
付
け
て
、
憎
し
み
や
軽
視
の
意
を
こ

め
て
用
い
る
。こ
こ
に
い
る
。こ
の
。「
こ
な
強
力
め
、何
と
て
通
り
居
ら
ぬ
ぞ
」

（『
勧
進
帳
』）

＊
８　

胸
の
正
邪　
「
正
邪
」
に
「
青
磁
」
を
掛
け
る
か
。

＊
９　

焼
付
け
の
皿
に
言
葉
も
な
か
り
け
り　
「
焼
き
付
け
の
」
か
ら
「
皿
」

を
引
き
出
し
、
一
向
に
、
全
く
の
意
の
「
さ
ら
に
」
と
掛
け
る
。

＊
10　

団
子
て
鯛
を
釣　
「
海
老
で
鯛
を
釣
る
」（
わ
ず
か
な
負
担
、
労
力
な
ど

で
大
き
な
利
益
、収
穫
を
得
る
こ
と
）
を
「
団
子
」
と
掛
け
る
。
本
文
で
は
、

団
子
が
衣
被
姫
の
身
代
わ
り
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
海
老
が
団
子
に
変
更
さ

れ
て
い
る
。

＊
11　

見
へ　

見
え
る
こ
と
。「
ど
う
じ
ゃ
、
見
え
は
か
は
っ
た
事
は
な
い
か
」

（『
続
鳩
翁
道
話
』
耳
塵
集
・
下
）

＊
12　

は
ら
お
も
し
ろ
の　
「
あ
な
お
も
し
ろ
」の「
あ
な
」と「
腹
」を
掛
け
る
。

＊
13　

蛤
残
念
蛎
八
年　
「
桃
栗
三
年
柿
八
年
」（
桃
と
栗
は
芽
生
え
て
か
ら
三

年
、
柿
は
芽
生
え
て
か
ら
八
年
で
実
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
）
と
掛
け
る
。

＊
14　

ね
ん
〳
〵
こ
ろ
り
や
ち
ん
こ
ろ
り　

幼
児
を
眠
ら
せ
る
時
に
言
う
子
守

歌
の
句
。
こ
ろ
り
と
横
に
な
っ
て
寝
よ
の
意
。
こ
こ
で
は
、
急
に
死
ぬ
様
子

の
「
こ
ろ
り
」
と
掛
け
る
。

＊
15　

史
記
天
官
書
云
海
旁
蜃
氣
似
五
色
僂
臺　

司
馬
遷
『
史
記
』
天
官
書
第

五
「
海
旁
蜄
氣
象
僂
臺
」（
海
浜
の
蜄
気
は
楼
台
に
か
た
ど
り
）
の
記
述
を

指
す
。

＊
16　

李
湛
所
謂
海
市
是
也　
『
隋
唐
遺
事
』の「
李
湛
曰『
此
海
市
蜃
僂
比
耳
，

豈
長
久
耶
』」
の
記
述
を
指
す
。

【
挿
絵
】敗
北
を
悟
り
腹
を
切
る
鮭
の
横
に
、打
掛
姿
に
島
台
を
持
ち
、『
忠
臣
蔵
』

の
お
石
に
見
立
て
た
蛤
が
立
つ
。
蛤
か
ら
は
蜃
気
楼
が
立
ち
、
そ
こ
で
は
屠
蘇

酒
、
鯛
、
菱
餅
、
き
ぬ
か
つ
ぎ
姫
が
千
畳
敷
に
集
ま
っ
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
島
）

　
17
、
十
四
ウ
十
五
オ

　

か
ゝ
る
所
へ
１
平ひ
ら

昆こ

ぶ布
は
足
を
刻
み
昆こ

ぶ布
に
速
め
駆
け
来
た
り
、
こ
の
確
く
わ
く
し
つ執

の
起
こ
り
と
２
い
つ
ぱ
、
３
口
塩し
ほ

の
鱈た
ら

が
棒ぼ
う

鱈だ
ら

と
な
り
し
狼ろ
う
ぜ
き藉
よ
り
出
た
り
。

さ
れ
ば
彼か
れ

を
４
鱈た
ら

昆こ

ぶ布
に
縛い
ま
しめ

、
召め

し
連つ

れ
た
る
上う
へ

は
、
生な
ま
ぐ
さ
け

臭
家
、
精し
や
う
じ
ん
も
の

進
物
、

元も
と

の
如ご
と

く
睦む
つ

ま
じ
く
、又
五
節せ
つ
く句
ご
と
の
献こ
ん
だ
て立
に
も
そ
の
役や
く
〳
〵々

を
務つ
と

む
べ
し
と
、

両
家
詫わ

ぶ
〳
〵
調と
ゝ
のひ

け
る
。

　

干
鯛た
い

は
鮭さ
け

が
一
ト
筋
の
忠ち
う
し
ん臣

を
哀あ
は

れ
み
、
葭よ
し
づ
と苞

に
包つ
ゝ

み
て
、
故ふ
る
さ
と郷

へ
送お
く

ら
れ

け
り
。
５
歳せ
い
ぼ暮
の
鮭さ
け

を
葭よ
し
づ
と苞
に
し
て
つ
か
ふ
こ
と
も
、
腹は
ら

を
割さ

い
て
６
塩し
ほ

引
に

す
る
も
、
此
因ゐ
ん
ね
ん縁

な
り
。
こ
れ
ば
か
り
は
今
眼が
ん
ぜ
ん前

に
皆み
な
さ
ま様

の
ご
覧ろ
う

じ
る
事
な
れ

ば
、
７
大
誓せ
い
も
ん文

嘘う
そ

で
な
し
。

　
〽
さ
て
〳
〵
煩う
る
さひ
ほ
ど
謂い

わ
れ
、
因ゐ
ん
ね
ん縁
の
あ
る
本ほ
ん

だ
。
８
い
ん
ね
ん
大さ

ゝ

げ
角
豆

の
久
し
ひ
も
の
な
ら
、
お
茶ち
や
づ漬

け
の
菜さ
い

に
な
さ
る
が
い
ゝ
の
さ
。
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11　　　

　
〽
是
よ
り
９
い
さ
く
さ
の
く
わ
ん
お
ん
も
な
く
、
干
鯛
御
夫ふ
う
ふ婦

睦む
つ

ま
じ
く
10

数か
づ

の
子
を
も
う
け
給
ふ
。

　
〽
素そ
う
め
ん麺

の
手
引
に
て
夫ふ
う
ふ婦

久
し
ぶ
り
に
て
会あ

ひ
給
ひ
し
よ
り
、
鯛た
い

に
素そ
う
め
ん麺

を

あ
し
ら
い
し
を
、11
庖ほ
う
て
う
か

丁
家
で
鯛た
い
め
ん麵
と
言い

ひ
な
ら
は
せ
り
。

　
〽
12
た
ら
お
め
で
た
の
13
一い
ち
が期
さ
か
へ
た

【
注
釈
】

＊
１　

平
昆
布
は
足
を
刻
み
昆
布
に
速
め　
「
足
を
速
め
」「
駒
を
速
め
」
を
刻

み
昆
布
と
掛
け
て
表
現
し
た
。

＊
２　

い
つ
ぱ　
「
…
と
い
っ
ぱ
」
の
形
で
用
い
ら
れ
、「･･･

と
言
う
の
は
」

「･･･

と
言
う
わ
け
は
」
と
い
う
意
。「
そ
も
そ
も
源
氏
と
い
っ
ぱ
、
桓
武
天

皇
よ
り
四
代
の
皇
子
を
田
村
の
御
門
と
申
し
け
り
」（『
曾
我
物
語
』
一
・
惟

喬
、
惟
仁
の
位
争
ひ
の
事
）、「
さ
て
行
法
の
次
第
と
い
っ
ぱ
絹
も
つ
む
ぎ
も

着
る
こ
と
な
ら
ず
」（『
博
多
小
女
郎
波
枕
』
長
者
経
）。

＊
３　

口
塩
の
鱈
が
棒
鱈
と
な
り
し
狼
藉　

上
巻
の
二
ウ
三
オ
で
、
屠
蘇
酒
の

奥
方
、
菱
餅
御
前
に
対
し
て
、
口
塩
の
鱈
が
狼
藉
を
し
た
こ
と
を
指
す
。

＊
４　

鱈
昆
布
に
縛
め　

昆
布
締
め
に
す
る
こ
と
を
指
す
か
。
昆
布
締
め
は
魚

に
塩
を
し
て
昆
布
で
挟
み
、
身
を
し
め
る
こ
と
。

＊
５　

歳
暮
の
鮭
を
葭
苞
に
し
て
つ
か
ふ
こ
と
も　

新
巻
鮭
の
こ
と
。
腹
を
割

い
て
内
臓
を
取
り
、
塩
漬
け
に
し
た
鮭
を
藁
や
蘆
な
ど
で
包
ん
だ
も
の
。
暮

れ
の
贈
答
品
と
し
て
用
い
る
。「
苞あ
ら
ま
き苴

」（『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
三
十
一
）

＊
６　

塩
引　

塩
を
強
く
し
て
漬
け
た
鮭
。「
塩
引
鮭
乾
鮭 

塩
鰹 

口
塩
鱈 

こ

の
類
歳
暮
の
こ
こ
ろ
あ
ら
ば
冬
な
り
」（『
俳
諧
歳
時
記
』
下
・
一
二
月
）、「
盬

（
十
四
ウ
十
五
オ
）
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引
」（『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
五
一
）。

＊
７　

大
誓
文
嘘
で
な
し　

決
し
て
間
違
い
の
な
い
こ
と
を
誓
う
こ
と
。ま
た
、

そ
の
誓
い
を
表
わ
す
こ
と
ば
。「
コ
ウ
、
よ
ろ
し
く
申
て
く
ん
な
。
大
誓
文
、

是
ば
か
り
は
正
直
だ
」（『
浮
世
風
呂
』
四
・
上
）

＊
８　

い
ん
ね
ん
大
角
豆
の
久
し
ひ
も
の
な
ら
、
お
茶
漬
け
の
菜
に
な
さ
る
が

い
ゝ
の
さ　
「
因
縁
」
を
「
隠
元
（
豆
）・
大
角
豆
」
と
も
じ
る
。「
菜
」
は

お
か
ず
の
こ
と
。

＊
９　

い
さ
く
さ
の
く
わ
ん
お
ん　
「
い
さ
く
さ
」は
も
め
ご
と
、悶
着
の
こ
と
。

い
ざ
こ
ざ
。「
お
の
づ
か
ら
君
子
の
徳
至
れ
ば
、
い
さ
く
さ
の
な
き
御
代
と

な
り
」（『
孔
子
縞
于
時
藍
染
』上
）。
こ
こ
で
は「
い
さ
く
さ
の
禍
根
」に「
浅

草
の
観
音
」
を
掛
け
る
。

＊
10　

数
の
子　

ニ
シ
ン
の
卵
。
塩
数
の
子
や
干
し
数
の
子
に
し
て
正
月
な
ど

に
用
い
る
。
干
鯛
と
衣
被
姫
の
子
供
が
多
い
こ
と
を
掛
け
る
。

＊
11　

庖
丁
家　

料
理
人
の
こ
と
。「
漢
語･･･

庖
丁
家 
り
ゃ
う
り
よ
き
人
」

（『
虚
実
柳
巷
方
言
』
中
・
漢
語
）

＊
12　

た
ら
お
め
で
た　
「
鱈
」
と
「
あ
ら
お
め
で
た
」
を
掛
け
る
。

＊
13　

一
期
さ
か
へ
た　

昔
話
な
ど
の
終
り
に
つ
か
う
決
ま
り
文
句
。「
め
で

た
し
〳
〵
」
の
類
。「
市
が
さ
か
へ
た　

談
論
の
畢
り
に
云
辞
」（『
諺
苑
』）

【
挿
絵
】
中
央
に
床
几
に
腰
掛
け
た
屠
蘇
と
干
鯛
、
そ
の
両
脇
に
、
衣
被
姫
、

菱
餅
御
前
が
立
つ
。
手
前
中
央
に
は
新
巻
鮭
が
置
か
れ
、
手
前
左
手
に
は
平
昆

布
が
鱈
を
縛
め
る
。�

（
大
屋
）

　
18
、
十
五
ウ

　

正
月
の
屠と

そ蘇
酒
よ
り
１
大
晦み
そ
か日
の
福ふ
く

茶
ま
で
、
か
の
２
筆ふ
で

ま
め
に
口
を
ぬ
ら

す
予
が
３
ご
ま
め
の
魚と
ゝ

混ま

じ
り
を
見み

こ込
み
、
本ほ
ん
や屋

の
主あ
る
じ、

こ
の
草そ
う
し紙

書か

け
よ
と

責せ

む
る
。
も
と
よ
り
彼か
れ

も
４
鼻は
な

の
下
の
宮く
う
で
ん殿

に
足あ
し
し
ろ代

せ
ん
と
の
工た
く

み
な
れ
ば
、

５
四
季
の
献こ
ん
だ
て立
に
筆ふ
で

を
染そ

め
て
、
６
鼻は
な
ぐ
す
り薬
ね
だ
り
給
ふ
幼お
さ
な
ひ
方か
た

へ
上あ

げ
申
す
。

見
ん
人
７
ご
ま
め
八
目
を
笑わ
ら

ひ
給
ふ
な
。
８
作さ
く
し
や者

も
ご
ま
め
な
ら
お
子
様さ
ま

方が
た

も

ご
ま
め
、
９
ご
ま
め
百
ま
で
わ
し
や
九
十
九
ま
め
、10
春は
る

立た

つ
ご
ま
め
が
下
ぞ

め
で
た
き
。

（
作
者
）	

〽
11

頭あ
た
まの

上う
へ

江
ご
ま
め
を
の
せ
て
は
乳お
う
ば母

ど
の
1ゝ2

在ざ
い
が
う郷

か
ら
も

ら
つ
た
13

唐と
う
な
す

茄
子
と
い
ふ
も
の
だ�

馬
琴
述
／
京
伝
校

【
注
釈
】

＊
１　

大
晦
日
の
福
茶　

大
晦
日
、
正
月
、
節
分
な
ど
に
縁
起
を
祝
っ
て
飲
む

茶
。
茶
の
中
に
黒
豆
、
昆
布
、
山
椒
、
梅
干
な
ど
を
加
え
て
煎
じ
た
も
の
。

大
福
茶
。「
福
茶
の
豆
や
梅
干
の
遺
恨
の
種
を
残
さ
ず
に
」（『
三
人
吉
三
廓

初
買
』
二
幕
）

＊
２　

筆
ま
め
に
口
を
ぬ
ら
す　

筆
墨
で
生
活
を
立
て
て
い
る
こ
と
を
い
う

か
。「
口
を
ぬ
ら
す
」は「
口
を
糊
す
る
」「
糊
口
」の
意
か
。「
筆
ま
め
」と「
豆
」

を
掛
け
る
。

＊
３　

ご
ま
め
の
魚
混
じ
り　
「
筆
ま
め
」
か
ら
「
ご
ま
め
」
を
導
い
た
。
小

物
が
大
物
の
中
に
ま
じ
っ
て
一
人
前
の
つ
も
り
で
い
る
こ
と
。「
韶ゴ

マ

メ
陽
魚
も
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13　　　

魚ト
ト
マ交
ぜ
り
」（『
譬
喩
尽
』五
）。「
ご
ま
め
」は
小
さ
な
片
口
鰯
の
素
干
し
。「
ま

め
」
の
意
の
連
想
か
ら
正
月
に
食
べ
る
。

＊
４　

鼻
の
下
の
宮
殿
に
足
代
せ
ん　
「
鼻
の
下
の
建
立
」、
自
分
の
口
を
養
う

と
い
う
意
を
言
い
換
え
た
。「
こ
ゝ
に
安
ン
本
ン
山
三
東
寺
狂
伝
お
し
や
う

と
い
ふ
の
う
ら
く
ほ
う
し
、
は
な
の
下
の
こ
ん
り
う
の
た
め
、
百
日
が
あ
い

だ
、い
ろ
だ
ん
き
を
と
き
け
れ
ば
」（『
九
替
十
年
色
地
獄
』）。「
宮
殿
の
足
代
」

は
立
派
な
家
屋
を
建
て
る
た
め
の
足
場
を
組
む
と
い
う
こ
と
で
、
本
屋
が
金

儲
け
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
意
を
含
む
か
。

＊
５　

四
季
の
献
立
に
筆
を
染
め
て　

本
作
で
四
季
の
料
理
を
題
材
に
扱
っ
た

こ
と
を
指
す
。

＊
６　

鼻
薬　

子
ど
も
が
鼻
を
鳴
ら
し
て
泣
く
の
を
止
め
る
薬
と
い
う
意
か
ら

子
ど
も
に
与
え
る
菓
子
の
類
。
こ
こ
で
は
、
本
書
の
こ
と
。

＊
７　

ご
ま
め
八
目　
「
岡
目
八
目
」
の
も
じ
り
。

＊
８　

作
者
も
ご
ま
め
、
お
子
様
方
も
ご
ま
め　
「
作
者
も
ご
ま
め
」
は
＊
３

参
照
。
作
者
自
身
を
卑
下
し
た
表
現
か
。「
お
子
様
方
も
ご
ま
め
」
は
子
供

達
を
小
魚
に
喩
え
た
か
。

＊
９　

ご
ま
め
百
ま
で
わ
し
や
九
十
九
ま
め　
「
お
前
百
ま
で
わ
し
ゃ
九
十
九

ま
で
」を
も
じ
っ
た
。夫
婦
と
も
に
元
気
で
長
く
連
れ
添
お
う
と
い
う
意
。「
こ

な
た
百
ま
で
私
や
九
十
九
ま
で
共
に
白
髪
の
生
る
ま
で
」（『
譬
喩
尽
』
五
）

＊
10　

春
立
つ
ご
ま
め
が
下
ぞ
め
で
た
き　
「
春
立
つ
天あ
め

が
下
ぞ
め
で
た
き
」

の
も
じ
り
。

＊
11　

頭
の
上
江
ご
ま
め
を
の
せ
て
は　

挿
絵
に
描
か
れ
た
作
者
の
様
子
。

＊
12　

在
郷　

田
舎
の
こ
と
。「
在
郷
に
引
込
み
、鋤
鍬
取
て
自
だ
が
や
し
」（『
信

州
川
中
島
合
戦
』
三
）

＊
13　

唐
茄
子　

か
ぼ
ち
ゃ
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
間
の
抜
け
た
様
子

で
あ
る
こ
と
も
指
す
。「『
あ
い
つ
も
、
い
け
ね
ゑ
と
う
な
す
だ
よ
』『
と
う

な
す
だ
か
、
茶
が
ま
だ
か
、
わ
か
ら
ね
ゑ
や
ら
う
だ
よ
』」（『
辰
巳
之
園
』）

【
挿
絵
】「
稗
史
」
な
ど
と
書
か
れ
た
本
箱
を
背
に
、文
机
の
上
に
肘
を
つ
い
て
、

作
者
が
目
を
落
と
す
の
は
本
書
の
下
書
き
か
。
頭
に
は
髷
の
代
わ
り
に
ご
ま
め

を
載
せ
、右
手
に
は
筆
を
持
つ
。文
机
に
の
上
に
は
筆
と
巻
紙
を
い
れ
た
壺
、硯
、

文
鎮
（
或
い
は
墨
か
）
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
大
屋
）

（
十
五
ウ
）
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秋　山　伸　子	 教　　　　　授	 文学部フランス文学科

荒　木　善　太	 教　　　　　授	 文学部フランス文学科

澤　田　　　淳	 教　　　　　授	 文学部日本文学科

松　木　ほのか	 	 文学研究科英米文学専攻博士後期課程三年

DABBS,Thomas W.	 教　　　　　授	 文学部英米文学科

笹　川　　　渉	 教　　　　　授	 文学部英米文学科

結　城　正　美	 教　　　　　授	 文学部英米文学科

二　宮　文　子	 教　　　　　授	 文学部史学科

津　田　徹　英	 教　　　　　授	 文学部比較芸術学科

坂　田　将　馬	 	 文学研究科比較芸術学専攻博士後期課程三年

岡　島　由　佳	 	 文学研究科日本文学・日本語専攻博士後期課程修了

大　島　瑞　月	 	 文学研究科日本文学・日本語専攻博士前期課程修了

大　屋　多詠子	 教　　　　　授	 文学部日本文学科
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